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1

達成状況

創造への学力を身に付け　豊
かな心、思いやりの心をもち
心身ともにたくましい人

A

目指す子ども像に迫ることが
できるような９年間を通した
子どもの学びのつながりを進
める

A

2

達成状況

「主体的」で「協働性」の高
い生徒 A

一人一人の生徒に寄り添い、
伸びを認め、意欲を高める共
感的・肯定的メッセージを伝
えることで成長を促す。

A

・「課題探究的な学習」を
　取り入れ、「個別最適な
　学び」と「協働的な学び」
　の一体的な充実を図る。
・「指導と評価の一体化」
　を一層目指す。
・家庭学習につながる指導
　の工夫を図る。

B

・教育活動全体を通して、
  命や心を大切にする教育
  を推進する。
・共感的理解と温かさのあ
  る生徒指導により生徒の
  豊かな心を育む。

A

・保健体育の授業の充実を
　図る。
・授業以外で生徒の運動機
　会を創出する。
・生徒自ら健康の保持増進
　を図る取組を進める。

B

「学校いじめ防止基本方針」
に基づいた、いじめの未然防
止、早期発見、対応等の組織
的取組を推進する。

A

A

B

A

学校関係者評価委員会
による意見

人間尊重の教育

・教職員が生徒一人一人に寄り添い、共
  感的・肯定的なメッセージを伝えるこ
  とで、自己肯定感や自己有用感を育む
  教育活動を行った。

A A

A A

「学ぶ力」の育成

① 生徒一人一人の学びを尊重しつつ、
   互いに学び合う場面も設定し、課題
   解決を目指す授業づくりの工夫に取
   り組んだ。
② 指導と評価の一体化を意識し、学習
   過程を重視した評価を工夫した。
③ 生徒が家庭学習に取り組みたくなる
   課題を提示した。

「豊かな心」の育成

① 道徳教育を中心に、授業、特別活動、
   行事等教育活動全体で命や心を大切に
   する取組を進め、生徒が互いを尊重し
   思いやりをもって関わる態度を育てた。
② 共感的理解と温かい言葉かけを重視し、
   生徒一人一人の気持ちに寄り添う指導
   を行った。

①については、肯定的回答の割合が生徒91.3％、教職員88.9％であ
あり、生徒に比べ教職員の自己評価が低めであった。道徳の指導に
ついての研鑽を継続するとともに、「人間尊重の教育」をより一層
推進していくことで、「豊かな心」の育成を進めていく。
また、学校行事や特別活動、部活動を通じての成長について、肯定
的な回答の割合が生徒97.4％、保護者91.5％と非常に高いことから
も、行事、特別活動、部活動を通しての「豊かな心」の育成に努めてい
く。

A A

肯定的回答の割合が生徒92.7％と非常に高いが、保護者が85％と若干低
めである。生徒一人一人が「自分が大切にされている」と実感できる学
校に向けて着実に成果が出ていると考えられるが、保護者との更に丁寧
な情報共有と連携を心がけていく。

①についての肯定的回答の割合は、生徒92.3％、保護者:90.1％と
非常に高く、「協働的な学び」を充実させる取組の成果が出てきて
いると考えられる。
②についての肯定的回答の割合は、生徒89.1％、保護者89％と比較
的良い評価ではあるが、引き続き学習過程を重視した評価、生徒に
納得感のある評価評定の工夫に努めていく。
③肯定的回答の割合は、生徒69.9％、保護者77.6％と他項目に比べ
顕著に低い。家庭学習の取組は長年の課題であり、学校としてでき
る工夫をしていかなければならない。生徒が家庭学習に取り組みた
くなる工夫、自らが意思で主体的に家庭学習に取り組めるような課
題の工夫、一人一台端末の効果的な活用を進めていく。

学校独自に
設定する分野

B

この項目に関する評価アンケートにおいて、肯定的な回答の教職員
が100%と、教職員の「学びのユニバーサルデザイン」に対する意識
の高まりと指導の工夫は見られた。一方で、生徒の「授業では、理
解のペースに合わせて自分たちで学び方や教材を選択できる工夫が
されていると感じる」の項目で、肯定的回答が77.9％と低めである
ことから、より一層の研修や授業における工夫・改善を継続する。

A

A

「教職員間で業務の状況を共有し、必要に応じて協力し合える体制に
なっていると感じる」の項目で肯定的回答が100％であり、教職員間の協
力関係は良好である。ただし、時間外勤務時間が月45時間（月によって
は80時間）を超える職員が一定数おり、業務負担の均一化を推進し、一
部教職員への業務過多を緩和し、より同僚性を高められるような学校運
営に努める。

A

肯定的な回答の割合が、教職員88.8％とインクルーシブ教育を意識
した取組が共通認識のもと行われている。特別支援学級の生徒が部分的
に通常の学級の授業を受けに行く交流学級に加え、通常の学級の教職員
が一緒に給食を食べたり、特別支援学級生徒の相談に乗ったりと通常の
学級担当教員と特別支援学級生徒との関りが深まったので、今後も継続
していく。

A

A A

学校関係者評価委員会
による意見

「健やかな体」の育成

いじめ対策

① 教職員が日常的に生徒の様子に目を配
   り、いじめの未然防止を意識した教育
   活動を行った。
② いじめの兆候を早期に発見し、適切な
   相談・対応を組織的に行った。
③ 学校いじめ防止基本方針に基づき、教
   職員間でいじめ防止の方針や対応手順
   を共有し、組織的な対応をした。

学校関係者評価委員会
による意見

特別支援学級と通常学級との交流によるインクルーシブ教育の推進を図る

学びのユニバーサルデザインについての研修と実践を進める

働き方改革と同僚性の醸成

個別最適な学びを目指して今後も尽力していただきたい。

①については、保健体育の授業でしっかり取り組むことができてい
いるが、それを授業以外での運動機会の充実に繋げる工夫をする。
②については、肯定的回答の割合が生徒88.4％とそれほど高くはな
く、昼休みの１階ホールの活用等、保体常任委員会を中心に体を動
かす機会を充実させる工夫をしていく。
③食生活や心の健康について学ぶ機会があるという問いについての
肯定的な回答の割合が生徒94.9％と高かった一方、保護者84.1％と、生
徒に比べ保護者の肯定的な回答の割合が低かった。計画通りにす
ぐーるやホームページでコンスタントにお便りの発信は行ったが、
より一層それが保護者に伝わる工夫や、給食試食会（食育を学ぶ会）
等の実施を検討していく。保健指導に関わる学年集会や講演会を保
護者も参観できる機会も増やしていく。

A

①については、肯定的な回答の割合が生徒88.8％、保護者87.1％と
悪い評価ではないが、更に生徒が安心して過ごせると感じられるよ
う、特に未然防止教育の推進に力を入れていく。
②については、肯定的な回答が生徒83％、保護者80.1％と悪い評価
ではないが、他項目に比べて若干低めである。教職員は、毎日シャ
ボテンログをフル活用しての相談活動を実施したり、学期ごと年３
回にいじめに関するアンケートを行い一斉に教育相談期間を設定す
る等、積極的な対応を心がけている。
③についての肯定的な回答の割合は、生徒91.7％、保護者77.6％と
生徒の評価は高いものの、保護者の評価は低い。実際、いじめ防止
基本方針に基づき組織的な指導体制を整えているが、期末懇談、学
級・学年ＰＴＡ等で、保護者に積極的にＰＲしていく。

A A

学ぶ力の育成では教職員の努力は見られる。生徒が授業をよく聞いており、今後も学ぶ姿勢を大切にしていただきたい。将来の
自分のためにも家庭と連携し学びをサポートしてほしい。
健やかな体育成では、課題を的確にとらえ改善策も適正である。次年度からの継続した取組と改善に期待する。

① 個の課題に応じた指導等の工夫、時間
   ごとの目標の明確化、活動後の振返り
   を大切にした。
② 休み時間に体育館、グラウンド、芝生
   等を開放するなど、生徒の運動機会を
   確保した。
③ 保健だより、給食だよりの発行や、講
   演会を通じて、食や健康についての啓
   発を行った。
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自己評価の 適切さ 改善策の 適切さ

A A

別添１ー２

分野 重点項目 評価項目

目指す子ども像 「知」、「徳」、「体」の調和のとれた成長
を目指す小中一貫した教育を推進する。

新陵中学校区における学校関係者評価

自己評価 学校関係者評価

改善方策 自己評価の 適切さ 改善策の 適切さ

地域や保護者と連携し、小中のつながりをより強め、自治的な活動をさらに推進させる。

札教研「春の研究集会」では、３校が「学ぶ力育成部会」、「豊かな心
育成部会」、「健やかな体育成部会」に分かれ公開授業、研究討議を行
い、それぞれの部会で研修を深めることができた。この成果を日常の実
践に落とし込むことができるよう、各校の研究の柱として更に推進して
いく。

札教研「春の研究集会」において、研究の柱として「９年間を通した子
どもの学びのつながりを進める」を設定し、それぞれの部会で有意義な
研修を実施した。また、中学校主催で小学生向けに開催した「走り方教
室」を年代別３部門構成で実施し、９年間を通した健やかな体の育成と
いう視点からの実践を行った。これらが単発の事業で終わらないよう、
各校の教育課程にカリキュラムとして落とし込む工夫をしていく。

A A

パートナー校同士の交流が進み、児童が中学生に憧れたり、中学校への印象が変化してきている。教職員間のつながりも多くな
り連携した教育が形成されてきている。

新陵中学校における学校関係者評価

学校関係者評価

今年度の重点

学校関係者評価委員会
による意見

分野 重点項目 評価項目

「９年間を通した子どもの学びのつながり」という
視点をもち、小中一貫した教育の事業を推進する。

自己評価

改善方策

目指す子ども像

① 学校教育目標「認め合い　学び合い
 　高め合う」ことを目指した教育課程
   の編成と実施を進め、主体性と協働
   性の育成に取り組んだ。
② 自治的な活動を企画・運営し、リー
   ダーシップとフォロワーシップを育
   成した。

①についての学校評価アンケートにおける肯定的回答の割合は、生徒
94.6％、保護者91.1％と非常に高い評価であった。今後も課題探究的な
学習や行事への取組を通して「主体的」で「協働性」の高い生徒の育成
に努めていく。
一方②については、肯定的な回答が生徒85.5％、保護者:89％と良い評価
ではあるが、他の項目と比べ生徒の評価が若干低めであることから、学
級活動や委員会活動、生徒会活動で、生徒が自分たちの意思を実現させ
たり、自分たちの問題を自分たちで解決する場面を更に多く設定してい
くようにする。

A A


